
国民保養温泉地協議会総会・全国炭酸泉シンポジウム 2019 
 

温泉の効能や健全な環境といった条件を備え、環境大臣から指定される国民保養温泉地は、“竹田温泉群”を含み、全国で

79 箇所（令和元年 5 月現在）存在しています。令和になって最初の国民保養温泉地協議会総会が、竹田市長湯温泉を舞

台に開催されます。記念のシンポジウムも下記の通り開催されます。多くのご参加をお待ちしております。  
 

 
 

［日時］令和元年 7 月 4 日（木）16 時 00 分～ ［場所］竹田市直入公民館 大ホール 

［入場］無料（定員：150 名）※要予約 予約申込先：0974-63-4807（竹田市商工観光課）  
 

 第１部：「ヘルスツーリズムの現状と展望／竹田市の先進的取り組み」  

［日時］令和元年 7 月 4 日（木）16 時 10 分～17 時 00 分  ［場所］竹田市直入公民館 大ホール  

 

NPO 法人  

健康と温 泉フォ ーラム  

常任理事  
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株式会社 JTB 総合 研究所  

ヘルスツ ーリズ ム研究 所長  

 

 

髙
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橋
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温泉ビュ ーティ 研究家  

トラベル ジャー ナリス ト  
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 宏子
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1949 年生ま れ香 川県出 身。健 康と温 泉フォー ラム創

立メンバ ーで、 国際温 泉気候 連合の ア ジア・太 平洋協

議会（FAPAC)事務局長 を兼務（1988-2002）。国内外

で、温泉地 開発や、産 学官の プラッ ト フォーム づくり 、

温泉療養 の医療 費控除 など幅 広く活 躍 している 。  

1969 年生ま れ、 東京都 出身。 順天堂 大学大学 院、明

治大学専 門職大 学院修 了。 日 本にお け るヘルス ツーリ

ズムの概 念を提 唱。ヘ ルスツ ーリズ ム 研究所の ほか、  

特定非営 利活動 法人日 本ヘル スツー リ ズム振興 機構を

起案・設 立して きた。  

温泉の美 容力を 研究す る日本 でただ ひ とりの温 泉ビュ

ーティ研 究家。 温泉地 の自然 環境に も 着目し、 ドイツ

で「気候 療法士 」資格 を取得 。温泉 、自然環境 、食事 、

宿での過 ごし方 などを 通じて 、心も 体 もきれい になる

新しい旅 “ビ ューテ ィツー リズム ”を 提 唱。  

 第２部：「観光客から保養客へ 国民保養温泉地から観光の潮流を変える」  

［日時］令和元年 7 月 4 日（木）17 時 00 分～17 時 50 分  ［場所］竹田市直入公民館 大ホール  

 

一般財団 法人  

日本健康 開発財 団  

理事長  
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東京都市 大学人 間科学 部  

教授  
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竹田市長  

観光カリ スマ  
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1958 年東京 生ま れ。筑 波大学  比較 文 化学類卒 業。  

1980 年(株)日本交 通公社  (現(株)JTB)入社。宇 都宮

支店長、 JTB 関東常務 取締役 などを 経 て、 2012 年 よ

り現職。NPO 法 人健 康と温 泉フォ ーラ ム理事、NPO 法

人日本ヘ ルスツ ーリ  ズム振 興機構 理 事等を兼 職。  

1968 年生ま れ宮 城県出 身。自 治医科 大学医学 部卒、

自治医科 大学大 学院修 了。浜松 医科大 学医学部 准教授 、

大東文化 大学教 授など を経て 、現在 、 東京都市 大学人

間科学部 教授、一 般財団 法人  日本健 康開発財 団 温 泉

医科学研 究所 所長  他  

1953 年生ま れ大 分県竹 田市出 身。1976 年からの直 入

町役場職 員時代 に、炭 酸泉を 縁とし た ドイツと の国際

交流を推 進し、 姉妹都 市締結 を実現 。 温泉療養 文化館

「御前湯 」の初 代館長 を務め た後、 退 職。大分 県議会

議員 3 期を経て 2009 年 4 月より 現職 となる。  

［主催］国民保養温泉地協議会・全国炭酸泉シンポジウム実行委員会 ／［お問合せ］竹田市商工観光課（TEL：0974-63-4807）  

 



“日本最強の城”『岡城』は長湯温泉から車で 25 分!! 

 

 

 

美しい天守や壮大な石垣、戦いのための仕掛けに満ちた山城まで、あらゆるお城の魅力に迫り、芸能界きっての城好き

によって、魅力あふれる「最強の城」が選定される人気番組“あなたも絶対行きたくなる！日本「最強の城」スペシャル

第 3 弾（5 月 3 日放送／ＮＨＫ総合）”において、竹田市の誇る『岡城』が「日本最強の城」に選ばれました！！  
 

 選定理由）  

 ・石垣の魅力  

 ・あんな山城に藩主や家臣が住んでいたという事実  

・城内から眺める阿蘇山やくじゅう連山の眺望  

・岡城に惹かれ移住者が出るほどの魅力  等  

 

国指定史跡「岡城跡」： 

 標高 325ｍの高さにそびえる堅城。文禄 3 年（1594）

に豊臣秀吉の命でこの地にはいった岡藩初代藩主中川秀

成が石垣づくりのお城にしました。  

 駐車場から大手門の険しい城道を登り、城内の役所・

家老屋敷跡を横目に本丸・二の丸・三の丸まで往復 30 分

（最短コースの場合）。本丸からくじゅう連山を近戸門か

らは阿蘇山と城下町を一望できるスポット。二の丸には

高等小学校時代に親しんだ「荒城の月」の作曲者瀧廉太

郎像（朝倉文夫作）があります。  

 

 入場料）  

 〇高校生以上 300 円（団体 20 名様以上 200 円）  

 〇小・中学生 150 円（団体 20 名様以上 100 円）  

 お問合せ）  

 岡城料金徴収所（TEL：0974-63-1541） 

アクセス： 

 

 
駐車場：有り（120 台）  
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